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高
田
保
馬
著
『
勢
力
論
』

〈
書

一
地
引
〉

高
田
保
馬
著
『
勢
力

A
同盟

三
三
日
」

向

井

昌

平日

社
会
諸
現
象
を
現
実
接
近
的
に
理
解
す
る
上
に
お
い
て
勢
力
と
い
う
要

素
が
青
過
し
得
な
い
重
大
な
意
義
を
唱
し
て
い
る
こ
と
に
、
従
来
か
ら
も

若
干
の
人
々
(
例
え
ば
オ
ヴ
ベ
ン
ハ
イ
マ
l
、
ウ
ィ
1
f
l
、
ラ
ッ
セ
ル

等
)
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
来
て
は
い
る
が
、
こ
の
勢
力
の
問
題
を

極
め
て
精
密
な
る
分
析
論
理
と
広
大
な
る
視
野
町
下
に
体
系
的
に
展
開
し

た
学
者
主
し
て
、
高
田
保
馬
博
士
に
比
肩
L
得
る
人
は
、
司
b
I
り
く
と
れ
を

世
界
町
一
学
界
に
見
出
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
高
田
博
士
の
勢
力
説
は
、

博
士
の
一
学
問
分
野
に
お
い
て
社
会
学
は
固
よ
り
経
済
学
に
対
し
て
も
卓
抜

せ
る
独
自
の
内
容
を
与
え
て
い
る
中
心
的
支
柱
で
あ
り
、
「
社
会
科
学
者

高
田
博
士
主
勢
力
説
と
は
不
可
分
離
な
関
係
に
あ
る
」
(
大
道
安
次
郎

「
高
田
社
会
学
」
昭
和
二
十
八
年
、
有
斐
閣
、
二
二
回
目
〉

ζ

と
を
否
JF

L
得
な
い
。
勢
力
理
論
の
開
拓
は
、
昨
士
に
と
っ
て
は
卒
業
論
文
「
分
業

第
八
十
四
巻

ノ、

五
/¥ 

第
二
号

諭
」
(
改
訂
版
、
大
正
十
五
年
、
刀
江
書
院
〕
以
来
そ
の
学
問
的
生
涯
を

買
い
て
い
る
課
題
で
あ
り
、
数
多
の
著
者
の
中
に
そ
の
所
見
の
論
述
が
見

ら
れ
る
が
、
社
会
的
勢
力
の
分
析
を
真
正
問
か
ら
取
扱
っ
た
仕
事
と
し
て

は
、
第
一
期
O
習
作
で
あ
る
「
階
級
考
」
(
大
正
十
一
年
、
緊
英
閥
、
改

訂
版
、
大
五
十
四
年
)
、
第
二
期
の
習
作
と
も
一
古
う
べ
き
「
階
級
及
第
三

史
観
」
(
大
正
寸
四
年
、
改
造
社
、
改
訂
版
、
昭
和
二
十
三
年
、
関
害
院
)

に
お
け
る
諸
諭
女
、
そ
し
て
第
三
期
の
労
作
で
あ
る
「
勢
力
論
」
(
日
本

評
論
社
、
新
経
情
学
全
信
市
、
約
八
回
配
本
1
|
第
十
二
回
配
本
、
昭
和
l

四
年
|
|
昭
和
十
主
年
)
等
が
特
に
嗣
み
ら
れ
る
。
右
の
第
三
期
の
仕
事

主
し
亡
執
筆
さ
れ
た
「
勢
力
諭
」
は
、
博
士
の
勢
力
説
が
故
も
和
織
的
体

系
の
下
に
柴
犬
成
さ
れ
た
も
の
邑
し
て
、
し
か
も
勢
力
に
つ
い
て
の
世
界

に
比
類
な
き
理
論
的
研
究
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
た
び
そ
の
修

訂
版
(
昭
和
三
十
四
年
、
有
斐
閣
)
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
国
の
社

会
科
芋
界
に
と
っ
て
そ
の
意
義
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
語
、
い
得
る

で
あ
ろ
う
。

こ
の
た
び
の
修
訂
版
は
、
そ
の
中
心
的
内
容
に
つ
い
て
見
る
時
、
旧
著

に
お
け
る
論
述
が
大
体
に
お
い
て
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
若
干
の
部
分
に

つ
い
て
の
加
筆
改
修
に
止
つ
亡
い
る
が
、
陣
士
が
序
文
に
お
い
て
、
今
ま

で
の
著
書
の
中
た
だ
一
冊
を
波

L
得
る
な
ら
ば
「
勢
力
諭
」
を
浅
し
た
い

ι述
べ
て
お
ら
れ
る
如
〈
(
自
序
、

4
百
)
、
言
わ
ば
本
書
は
同
ゴ
の
学

問
的
魂
の
精
髄
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

尚
、
序
文
に
お
け
る
博
士
の
附
言
で
明
ら
か
な
る
如
〈
(
日
序
、

4
頁〕、



本
書
は
あ
く
迄
も
勢
力
丸
は
階
絞
り
社
会
学
的
研
究
で
お
り
、
更
に
は
結

合
及
び
分
離
か
ら
区
別
さ
れ
る
独
自
の
社
会
関
係
と
し
て
の
従
属
(
上
下

関
係
)
に
関
す
る
客
観
的
法
則
の
探
究
官
意
図
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

進
ん
で
は
勢
力
の
事
象
と
交
渉
が
深
い
政
治
学
、
国
家
学
、
法
律
学
の
分

野
(
特
に
政
治
学
の
分
野
)
に
も
若
干
の
問
題
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、

交
経
済
理
論
に
勢
力
の
概
念
を
取
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
者
を
改
造
す

べ
き
こ
と
を
年
来
主
張
し
続
け
ら
れ
て
い
る
博
士
に
E
3
て
は
、
本
書
に

お
け
る
研
究
は
博
土
の
経
済
現
論
瑚
ち
「
神
刀
経
伝
学
」
へ

O
準
備
構
築

で
あ
る
u

さ
て
第
一
応
「
勢
力
の
分
析
」
は
本
書
の
基
礎
的
部
分
で
あ
り
、
博
士

の
独
想
的
主
張
の
恨
底
を
な
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
博
士
号
定
義
に
よ

れ
ば
、
勢
力
と
は
「
服
従
せ
ら
る
る
能
力
」
で
あ
り
(
一
頁
)
、
こ
の
場

合
の
被
服
従
と
は
自
己
感
情
(
自
己
催
越
感
〉
が
み
た
さ
れ
る
こ
〉
即
ち

勢
力
要
求
の
充
足
を
指
L
、
能
力
と
は
一
の
可
能

(
n
F
P
目
。
。
)
を
し
か

も
単
な
る
客
観
的
な
る
蓋
然
性
で
は
な
く
て
一
定
の
主
体
の
要
求
を
充
た

し
得
る
可
能
を
意
味
す
る
。
勢
力
に
つ
い
て
の
開
土
の
右
の
如
き
定
義
を

め
ぐ
っ
て
特
に
考
慮
を
要
す
る
の
は
、
被
服
従
者
が
服
従
者
に
対
し
で
自

ら
の
意
志
を
能
動
的
積
駆
的
に
強
行
し
な
い
場
合
で
も
、
或
い
は
服
従

者
の
側
に
反
抗
の
な
い
場
合
に
も
、
一
定
の
個
人
の
勢
力
が
存
立
L
得
る

L

乙
い
う
見
解
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
博
士
の
定
義
は
、
例
え
ば
勢

高
田
保
馬
若
つ
勢
力
論
』

力
を
「
他
人
の
抵
抗
主
片
け
で
一
自
己
の
窓
志
を
貫
行
す
る
一
司
能
」
と
見
倣

す
マ
ッ
ク
λ

・
ウ

J

エ
パ
ァ
の
定
義
よ
り
も
広
い
内
界
を
含
ん
で
L
る
の

E
あ
る
が
、
こ
の
様
な
博
士
の
勢
力
概
念
は
、
勢
力
に
つ
い
て
の
二
つ
の

要
素
的
な
却
の
区
別
主
根
本
的
な
関
連
を
令
し
て
い
る
。
即
ち
博
士
に
よ

れ
ば
「
服
従
せ
ら
る
る
可
能
又
は
能
力
」
と
し
て
の
勢
力
は
、
服
従
が

ω

服
従
す
る
も
の
の
側
に
お
い
て
自
発
的
で
あ
り
そ
の
態
度
が
相
手
に
対
す

る
等
敬
で
あ
り
進
み
て
は
相
手
の
人
格
に
対
す
る
帰
依
で
あ
る
場
合
主
、

ω服
従
者
の
一
側
に
何
等
か
の
日
発
的
服
従
O
態
度
の
あ
る
こ
と
を
要
せ
ず
、

結
局
は
被
服
従
者
に
英
志
志
を
強
制
L
縛
ゐ
能
力
あ
る
が
放
に
又
あ
る
こ

と
に
若
い
て
胤
健
か
行
わ
れ
る
場
合
と
に
分
た
れ
る
の
に
応
じ
て
、

ω

「
内
的
勢
力
」
と

ω「
外
的
勢
力
」
と
が
区
分
さ
れ
る
り
で
あ
る
。

然
ら
ば
右
の
如
き
怠
比
九
で
の
勢
力
を
基
舵
つ
け
る
心
理
的
傾
向
は
何
で

あ
る
か
。
博
士
は
お
よ
そ
社
会
諸
現
象
一
般
の
説
明
に
関
し
て
、
マ
ッ
ク

ス
・
ウ
ェ
ヱ
バ
ァ
等
と
共
に
「
方
法
論
的
個
人
主
義
」
の
立
場
に
立
ち
、

し
か
も
明
確
な
る
観
念
什
符
又
は
目
的
認
識
を
中
心
と
す
る
個
人
目
動
機

以
外
に
、
校
倣
、
暗
示
、
同
情
等
の
無
意
識
的
過
程
を
も
骨
め
た
個
人
目

態
度
、
行
動
を
「
迫
験
」

Z
R
r己
与
自
に
よ
っ
て
内
的
に
把
捉
す
る

と
し
乙
の
必
要
性
を
年
来
主
張
し
て
お
ら
れ
る
が
(
例
え
ば
「
改
訂
社
会
宇

概
論
」
昭
和
二
十
五
年
、
岩
波
書
席
、
凶
六

l
四
人
頁
、
「
社
会
枠
学
通

論
」
同
和
二
十
五
年
、
有
斐
問
、
一
四
|
二
八
頁
)
、
勢
力
を
基
礎
づ
け

る
心
理
的
傾
向
に
つ
い

t
も、

ω非
合
理
的
な
る
も
の
即
ち
勢
力
関
係
そ

の
も
の
の
故
に
立
を
求
む
る
と
こ
ろ
の
傾
向
と
、

ω介
理
的
な
る
も
の
即

協
八
十
四
巻

一七
一じ

第
二
号

五
九



高
田
保
田
山
者
『
勢
力
前
』

も
一
定
的
勢
力
関
係
に
た
だ
何
専
か
の
合
理
的
な
る
目
的
の
ふ
九
め
に
入
り

こ
ま
せ
る
、
と
こ
ろ
の
傾
向
と
を
区
別
し
て
、
し
か
も

ωに
根
本
的
重
要
さ

を
認
め
ら
れ
る
。
つ
一
一
一
良
)
か
〈
て
勢
力
関
係
を
成
立
せ
し
め
る
傾
向

と
し
て
、
一
方
に
お
い
て
際
限
な
き
拡
大
性
を
そ
の
判
徴
と
す
る
能
方
に

お
け
る
自
己
の
優
越
の
要
求
即
ち
「
力
の
欽
呈
」
が
、
又
他
方
に
お
い
て

従
属
そ
の
こ
と
の
故
に
従
屈
を
求
む
る
非
合
理
的
態
度
即
ち
「
従
属
の
本

能
」
が
あ
げ
b
れ
る
の
で
あ
る
。

博
士
は
進
ん
で
、
右
の
如
き
意
味
内
容
を
有
す
る
勢
力
の
緒
形
態
の
考

察
を
試
み
ら
れ
る
が
、
先
づ
祉
象
的
形
態
即
ち
現
に
あ
る
勢
力
を
そ
の
構

成
的
諸
要
素
に
迄
分
析
し
た
場
合
の
形
態
は
、
次
の
如
く
分
類
さ
れ
得
る
。

ω内
的
勢
力

ω加
極
的
に
自
発
的
な
内
的
服
従
の
場
合
。
け
門
既
に
与
え

ら
れ
て
い
る
社
会
的
勢
力
、
伺
出
生
に
よ
る
尊
貴
、
同
個
人
的
能
力
、
問

消
極
的
に
自
発
的
な
る
内
的
服
従
の
場
合
。
付
伝
統
乃
至
習
慣
に
も
と
づ

く
も
の
、
伺
最
も
広
義
に
お
け
る
組
織
に
も
と
づ
く
も
の
。

ω外
的
勢
力

m物
理
的
手
段
に
も
と
づ
く
勢
力
で
あ
る
「
武
力
」
、
印
可
能
性
(
又
は

潜
在
性
〉
と
正
当
性
之
い
う
二
重
の
被
粧
を
ま
と
っ
て
い
る
武
力
と
し
て

の
「
権
力
」
、
旧
物
射
の
授
受
に
よ
っ
て
相
手
を
動
か
す
勢
刈
で
あ
る

「
高
力
」
、
同
文
化
内
容
を
適
し
て
他
の
主
体
の
服
従
を
拙
う
る
力
で
あ

(
 

る
「
文
化
力
」
。

と
こ
ム
り
で
仲
士
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
諸
形
態
に
区
別
さ
れ
る
外

的
勢
力
の
内
で
、
一
川
の
文
化
力
は
、
そ
れ
が
社
会
の
比
較
的
幼
稚
な
る
段

階
に
お
い
て
の
み
支
配
的
意
義
主
有
す
る
以
上
、
近
代
的
社
会
で
は
そ
の

第
八
十
四
巻

六。

七
ノL

第
一
一
号

重
要
性
は
あ
ま
り
大
で
は
な
〈
、

ω河
川
が
最
も
主
要
な
外
的
勢
力
で
あ

(

(

 

る
。
(
五
十
五
頁
)
又
こ
の
=
一
大
外
的
勢
力
と
し
て
の
武
力
、
権
力
、
富
力

に
つ
い
て
考
え
る
時
、
三
者
の
聞
の
存
立
上
の
関
連
に
お
い
て
は
、
宮
力

は
権
力
に
よ
っ
て
、
更
に
権
力
は
武
力
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
(
有

三
頁
)
こ
と
が
一
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
武
力
は
外
的
勢
力
の
究
開
前
の
も
の

又
は
最
後
の
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
が
(
七
宝
頁
、

-
O
ニ
頁
)
、
戦
争
又
は

院
禁
と
い
う
が
如
き
例
外
の
場
合
を
除
い
て
は
視
の
ま
ま
に
お
け
る
武
力

が
中
心
的
勢
力
を
令
す
る
乙
之
は
稀
で
あ
り
、
日
帰
生
活
に
お
い
て
支
配

的
意
義
を
占
め
る
も
の
は
権
力
と
官
力
の
二
に
過
ぎ
な
い
。
(
五
五
頁
)

し
か
も
富
力
が
つ
ね
に
椎
力
を
基
礎
と
し
後
者
に
従
属
し
て
い
る
と
と
を

思
え
ば
(
五
一
一
且
、
一

O
四
耳
、
一
六

O
百
)
、
外
的
勢
力
の
中
心
的
な
も

の
は
権
力
で
あ
る
。
(
王
五
一
貝
)
尚
、
更
に
前
引
を
進
め
る
時
、
武
力
が

内
的
勢
力
を
基
礎
と
し
(
四
=
頁
)
、
又
現
実
の
権
力
は
そ
の
要
素
と

L

て
内
的
勢
力
を
含
む
以
上
(
同
五
頁
)
、
勢
力
一
般
の
最
も
基
礎
的
な
要

素
は
内
的
勢
刀
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
以
上
の
抽
象
的
諸
形
態
に
お
け
る
種
々
な
る
要
素
的
勢
力
が
一
定

の
主
体
(
個
人
又
は
集
団
)
的
特
定
の
資
格
に
よ
っ
て
種
々
な
る
形
で
結

び
つ
け
ら
れ
て
形
成
さ
れ
る
具
体
的
勢
力
と
し
て
は
、

ω貴
族
勢
力
、

ω

武
人
勢
力
、

ω官
僚
勢
力
、

ω宗
門
勢
力
及
び
そ
の
仰
の
知
識
勢
力
、
M
判

官
者
勢
力
、
削
指
導
者
勢
力
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
二
編
「
勢
力
緒
形
態
の
関
係
」
に
お
い
て
は
、
博
士
は
先
づ
上
述
の

勢
力
の
諸
形
態
が
相
互
に
結
合
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
あ
る
人
又
は
そ



の
集
団
に
帰
属
す
る
関
係
即
ち
勢
力
の
連
帯
主
、

ω
「
円
然
の
辿
荷
」
、

制
「
獲
得
の
連
帯
」
、
同
「
受
命
の
連
川
市
」

r区
別
し
て
考
」
録
さ
れ
、
次

に
一
つ
の
形
態
の
勢
力
の
他
の
形
態
の
勢
力
へ
の
転
形
主
、

ωあ
る
主
体

叩
支
持
す
る
勢
力
の
交
代
と
、
科
社
会
に
お
い
て
支
配
的
な
る
勢
力
の
交

代
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

諸
積
の
勢
力
の
問
の
連
帯
関
係
に
つ
い
て
特
に
注
目
を
要
す
る
の
は
、

博
士
が
情
熱
を
仰
け
ら
れ
た
(
一
円
二
五
〕
非
凡
な
る
着
想
に
よ
る
「
勢

力
加
速
度
の
法
則
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
あ
る
主
体
が
一
定
の
勢
力
を
も

つ
に
至
る
場
合
、
こ
の
勢
力
は
辿
市
の
関
係
に
よ
っ
て
他
の
勢
力
を
よ
び

集
地
、
そ
れ
が
基
本
土
な
コ
て
更
に
他
の
勢
刀
を
集
め
る
こ
主
に
よ
り
急

速
に
そ
の
大
き
き
を
加
え
て
あ
る
段
階
に
達
す
る
と
い
う
関
係
を
さ
す
」

(
一
二
七
耳
)
の
で
あ
り
、
経
済
学
の
資
木
蓄
積
の
法
則
は
右
の
法
則
の

一
の
特
殊
な
る
場
合
と
見
倣
さ
れ
得
る
が
(
二
戸
七
一
氏
、
一
回
二
頁
)
、

勢
力
の
加
速
度
の
中
心
は
「
外
的
勢
力
の
内
的
勢
力
化
」
に
あ
り
、

L
か

も
獲
得
に
お
い
て
早
い
も
の
(
即
ち
内
的
勢
力
)
は
喪
失
に
お
い
て
も
早

く
、
叉
獲
得
に
お
い
て
遅
い
も
の
ハ
瑚
ち
外
的
勢
力
)
は
喪
失
に
お
い
て

も
遍
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
第
三
編
「
勢
力
構
造
論
」
で
は
、
社
会
に
お
け
る
勢
力
が
何
等
か

の
事
情
に
従
っ
て
各
主
体

ι帰
属
す
る
過
程
即
ち
勢
力
の
分
間
か
、

ω集

団
の
組
織
内
部
に
お
け
る
集
団
の
意
志
に
よ
る
計
画
的
・
意
識
的
分
配
L

乙、

制
個
人
相
互
の
交
捗
の
闘
に
成
立
し
何
等
か
の
意
志
に
よ
っ
て
統
一
的
に

実
現
き
れ
得
な
い
勢
力
の
帰
属
即
ち
組
織
外
で
の
勢
力
の
無
煮
識
的
分
配

商
用
保
馬
著
『
勢
力
論
L

と
の
面
よ
り
論
述
さ
れ
て
い
る
。
叉
、
今
日
の
全
体
社
会
に
お
け
る
勢
力

の
分
配
は
主
と
し
て
同
家
の
意
志
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
以
上
、
国
家
の
行

動
に
基
い
て
成
立
す
る
勢
力
を
「
公
生
的
勢
力
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
国
家

の
志
士
山
に
基
く
こ
、
と
な
く
又
は
そ
れ
に
反
し
て
成
立
す
る
勢
力
は
「
野
生

前
勢
力
」
で
あ
り
、
こ
の
「
野
生
前
勢
力
」
は
更
に
、

ω政
党
、
宗
教
団

体
、
労
働
組
合
、
資
本
家
の
結
合
の
如
き
非
固
家
的
集
固
に
よ
っ
て
窓
識

的
に
介
配
さ
れ
て
は
い
る
が
国
家
の
勢
力
分
配
の
計
画
又
は
意
凶
上
り
見

れ
ば
無
意
識
的
に
分
配
さ
れ
る
勢
力
、

ω思
潮
、
及
び
忠
松
モ
の
他
の
要

求
主
張
を
背
景
と
す
る
集
合
的
行
動
の
如
く
、
集
団
権
力
と
は
独
立
に

全
体
計J
会
の
成
員
の
交
渉
の
間
に
お
い
て
成
立
す
る
勢
力
、
制
何
等
の
集

団
と
も
集
合
的
行
動
と
も
関
係
な
く
、
純
粋
に
無
意
識
的
に
分
配
さ
れ
る

勢
力
、
少
し
が
区
別
さ
れ
、
ゅ
の
例
と
し
て
は
、
遺
伝
教
育
・
環
境
白
作
用

.
社
会
生
活
へ
の
そ
の
他
の
適
応
に
よ
る
も
の
、
更
に
は
富
の
獲
得
・
交

際
・
情
実
等
に
よ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

き
で
、
今
日
一
般
に
国
家
に
よ
っ

τ限
界
主
定
め
ら
れ
て
い
る
一
定
の

地
域
に
共
存
す
る
人
人
。
聞
に
存
す
る
す
べ
て
の
社
会
関
係
を
一
括
し
て

「
全
体
社
会
」
主
呼
ぶ
な
ら
ば
、
「
全
体
社
会
的
勢
力
構
造
し
は
次
の
諸

点
か
ら
考
山
帯
同
さ
れ
得
る
。

ω
第
一
は
全
体
社
会
内
の
諸
部
分
社
会
相
互
同
の
勢
力
関
係
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
国
家
の
勢
力
と
仰
の
諸
部
分
社
会
白
勢
力
、
と
り
同
係
に
注
意

を
集
中
せ
し
め
る
よ
と
に
な
る
が
、
「
多
元
的
同
家
論
」
町
立
場
を
徹
氏

的
に
主
張
さ
れ
る
博
士
に
よ
れ
ば
、
悶
家
は
、
そ
れ
が
物
理
的
強
制
刀
が

第
八
十
四
巻

一
七
九
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高
田
保
馬
者
『
勢
力
諭
し

背
景
と
す
る
統
制
力
を
他
の
部
分
社
会
に
与
え
る
が
故
に
、
全
体
社
会
内

に
お
け
る
特
殊
の
地
位
を
占
め
て
い
る
に
せ
」
、
国
家
以
外
の
詰
部
分
社

会
は
各
々
そ
の
独
自
の
勢
力
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
か
く
て
一
の
全
体
社

会
内
部
の
諸
組
械
的
勢
力
の
関
係
は
、
内
部
に
お
け
る
叉
対
外
的
な
る
種

々
。
事
情
特
に
社
会
の
分
化
の
程
度
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ω第
二
は
全
体
社
会
の
成
員
の
階
殺
関
係
で
あ
る
。
社
会
に
お
い
て
占

め
る
勢
力
上
の
地
位
の
相
近
き
人
々
が
一
の
階
級
を
形
成
す
る
k
見
る
時
、

階
紐
関
係
は
、
部
分
社
会
聞
の
勢
力
関
係
か
ら
切
り
離
し
た
諸
成
員
同
の

勢
力
の
錯
綜
せ
る
状
態
で
あ
り
、
全
体
託
会
白
諸
成
員
は
者
種
の
通
路
左

経
て
或
い
仕
意
識
的
に
或
い
は
無
意
識
的
に
勢
力
を
分
配
さ
れ
る
が
、
こ

の
場
合
の
主
体
の
諸
勢
刀
問
の
関
係
を
支
配
す
る
法
則
、
と
し
て
は
次
の
一
ニ

つ
が
認
め
ら
れ
る
。

ω新
た
に
享
受
す
る
勢
力
が
既
有
の
基
本
的
な
勢
力

に
対
応
し
て
定
ま
る
こ

E
を
意
味
す
る
「
相
応
の
法
則
」
。
伊
一
主
体
が
生

活
の
各
万
面
に
亘
っ
て
種
々
な
る
勢
力
を
獲
符
し
て
い
る
場
合
に
、
設
も

代
表
的
な
る
勢
力
の
中
に
そ
の
他
の
勢
力
が
吸
収
せ
ら
れ
、
そ
の
主
体
の

地
位
が
一
に
こ
の
代
表
的
な
る
勢
力
行
け
に
よ
っ
て
定
ま
る
之
い
う
「
吸

収
の
法
則
」
。
山
勢
力
に
お
い
て
相
近
き
も
の
が
接
触
を
即
ち
交
婚
と
交

t
 

際
を
求
め
る
、
と
い
う
関
係
を
さ
す
「
対
等
接
近
の
法
則
」
。

博
士
は
以
上
の
如
き
勢
力
の
静
態
的
分
析
に
次
い
で
、
第
四
編
「
勢
力

変
動
論
」
に
お
い
て
、
勢
力
の
動
態
的
考
察
を
問
題
に
さ
れ
る
が
、
第
一

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
国
家
の
権
力
の
変
動
に
注
目
せ
る
支
配
に
お
け

る
変
化
で
あ
り
、
ぞ
れ
は
次
の
ニ
つ
に
区
別
さ
れ
る
。

ω
一
は
支
配
の

第
八
十
四
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第
二
サ

組
織
そ
の
も
の
が
与
え
ら
れ
た
場
合
の
支
配
機
能
担
当
者
の
集
団
的
変
動

即
ち
「
文
配
層
の
交
代
」
で
あ
り
、
こ
の
場
合
交
代
し
よ
う
と
ず
る
将
来
の

勢
力
は
何
等
か
の
「
野
生
的
勢
力
」
で
あ
る
。
倒
次
は
支
配
組
織
の
形

態
そ
の
も
の
の
変
化
で
あ
り
、
国
家
町
支
配
組
織
の
変
化
を
、
の
支
配
の

規
範
性
の
根
原
の
点
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
神
治
、
徳
治
、
法
治
白
三
段

階
が
指
摘
さ
れ
、

ω叉
と
の
段
階
の
区
別
主
密
楼
な
る
連
絡
を
布
し
て
い

る
「
分
節
に
お
け
る
原
理
」
(
支
配
の
構
造
に
お
け
る
各
々
の
部
分
を
分

つ
原
理
〉
の
区
別
が
、
血
縁
原
理
よ
り
地
縁
原
理
へ
更
に
は
人
日
明
数
量

へ
と
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
勢
力
変
動
が
、
既
述
せ
し
意
臥
の
階
級
の
変
動
を
中
心
と
し
て
、

次
の
二
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
。

ω
第
一
に
、
与
え
ら
れ
た
る
階
級
組
織

の
下
に
お
け
る
上
下
院
の
恒
人
む
周
流
即
ち
何
環
を
一
般
的
に
観
察
す
る

な
ら
ば
、
社
会
の
特
方
面
の
選
良
は
結
局
何
等
か
の
過
程
を
通
っ
て
次
々

に
上
層
に
昇
進
し
、

L
か
も
上
層
の
生
活
を
営
む
う
ち
に
優
勝
そ
の
こ
之

の
故
に
、
或
い
は
社
会
的
に
或
い
は
人
口
学
的
に
没
落
す
る
傾
向
に
あ
る
。

ω
更
に
一
定
の
階
級
組
織
手
の
も
の
の
根
本
的
変
革
が
上
下
の
区
別
と

出
生
と
の
結
び
つ
き
を
標
埠
と

L
て
考
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
附
級
組
織

の
定
型
と
し
て
は
、
そ
の
発
展
の
序
列
よ
り
見
て
、
の
血
縁
を
原
理
と
す

る
封
鎖
階
級
、
即
ち
カ
子

hiω
権
力
を
原
理
と
す
る
身
分
階
級
、
一
官
ー
刀

を
中
心
的
原
起
と
す
る
泣
代
開
放
階
級
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
我
々
は
勢
力
変
動
の
根
本
原
理
に
つ
い
て
、
陣
士
が
そ
の
独

自
の
「
第
三
史
観
」
即
ち
人
口
の
量
的
・
質
的
構
成
の
変
化
に
基
く
社
会



関
係
の
変
動
に
よ
っ
て
其
他
の
一
切
の
祉
会
的
事
象
の
内
容
及
び
変
動
を

説
明
せ
ん
と
す
る
歴
史
法
則
(
「
階
級
及
第
三
史
観
」
改
訂
版
、
第
五
章
)

の
立
場
上
り
、
支
配
組
織
及
び
階
級
組
織
の
変
動
の
基
木
方
向
を
解
明
し

て
お
ら
れ
る
点
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
支
配
組
織
の
変
動
に
闘

し
て
、
一
面
で
は
循
環
的
波
動
的
な
変
動
を
伴
う
に
し
て
も
、
人
口
の

間
断
な
き
増
加
に
基
く
利
益
社
会
化
に
よ
る
一
白
直
線
的
進
行
が
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
文
階
級
組
織
の
変
動
に
つ
い
て
も
、
人
口
の
増
加
を
根

本
的
事
情
と
す
る
社
会
結
合
の
強
き
の
減
速
が
階
級
組
織
の
開
放
化
更
に

は
階
級
的
距
離
の
短
縮
化
の
作
用
を
営
ん
で
い
る
こ

k
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

最
後
に
博
士
は
第
五
制
「
結
論
的
諸
様
相
L

に
お
い
て
、
先
づ
「
世
界
に

お
け
る
勢
力
の
作
用
」
を
、
武
力
を
通
じ
て
の
国
家
の
対
外
的
勢
力
拡
充

意
欲
の
現
わ
れ
と
し
て
の
帝
国
主
義
、
民
荻
の
周
流
、
宝
界
的
結
合
の
漸

次
的
強
化
の
諸
点
よ
り
考
察
さ
れ
、
次
い
で
「
勢
力
と
観
念
」
に
関
L
て、

根
本
的
に
は
勢
力
が
観
念
及
び
知
識
を
基
礎
づ
け
或
い
は
決
定
す
る
と
い

う
主
張
主
展
開
さ
れ
、
更
に
「
勢
力
と
群
済
」
に
つ
い
て
の
論
述
を
試
み

て
お
ら
れ
る
。

同
士

rよ
れ
ば
、
生
活
の
為
に
必
要
な
る
物
資
の
調
達
を
経
済
と
考
え

る
な
ら
ば
、
勢
力
k
経
済
と
は
相
互
に
作
用
し
合
う
が
、
根
本
的
な
事
柄

は
勢
力
叫
に
政
治
の
経
済
に
対
す
る
決
定
作
用
で
あ
る
。
即
ち
人
の
物
に

対
す
る
支
配
は
人
の
人
に
対
す
る
支
配
を
前
提
と
し

τの
み
あ
り
得
る
の

で
あ
り
、
後
者
は
何
時
で
も
前
者
を
変
形
せ

L
め
得
る
こ
と
が
、
更
に
言

高
田
保
町
内
著
『
勢
力
諭
』

え
ば
人
目
物
に
対
す
る
支
配
は
人
の
人
に
対
す
る
支
配
の
一
派
生
形
態
に

他
な
ら
ぬ
こ
と
が
、
従
っ
て
勢
力
は
「
経
済
の
根
紙
に
入
り
乙
み
て
、
こ

れ
を
動
か
し
」
れ
を
指
導
す
る
唱
と
こ
ろ
の
因
子
」
ハ
三
六
九
三
七

O
頁
)

で
あ
る
こ
と
が
強
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
主
張
は
、
一
面
に

お
い
て
経
済
現
前
上
の
勢
力
説
の
基
本
的
内
容
に
つ
な
が
る
も
の
k
苦
い

得
る
で
あ
ろ
う
。

き
て
以
上
に
見
ら
れ
る
が
如
き
博
土
の
勢
刀
理
論
を
般
本
的
に
基
礎
づ

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
要
素
を
、
博
土
の
社
会
学
体
系
自
体
に
一
貫
し
て

い
る
特
色
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
す
る
時
、
次
の
劃
き
点
が
指
摘
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
独
自
の
「
刀
法
論
的
個
人
主
義
」
に
基
い
て
、

「
人
々
の
聞
の
(
対
人
知
〉
用
意
」
と
し
て
の
「
社
会
関
係
一
に
属
す
る

事
柄
に
つ
い
て
、
非
合
理
的
・
情
意
的
な
内
的
要
素
と
合
理
的
・
理
知
的

な
外
的
要
素
と
を
区
別
し
、
し
か
も
後
者
に
対
す
る
前
者
の
基
礎
的
前
提

性
を
認
め
る
こ
と
は
、
ジ
ン
メ
ル
、

7
y
-
一
ィ
ス
、

7
4
ア
カ
ン
ト
等
を

中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
の
「
形
式
社
会
学
」
又
は
「
関
係
社
会
学
」
の
最
も

秀
れ
た
理
論
的
展
開
者
で
あ
る
博
士
に
と
っ
て
は
、
特
に
「
社
会
関
係
の

研
究
L

(

大
正
寸
五
年
、
出
波
書
厄
)
以
来
の
某
本
的
主
張
で
あ
る
。
か

〈
て
博
士
は
勢
力
理
論
に
お
い
て
も
、
一
則
述
の
如
き
「
力
の
欲
望
」
と

従
属
の
本
能
」
に
よ
っ
て
成
立
せ
し
め
ら
れ
る
「
内
的
勢
力
」
を
基
礎

に
し
て
こ
そ
、
武
力
、
権
力
、
富
力
乞
そ
の
代
表
と
す
る
「
外
的
勢
力
」

第
八
十
四
巻
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高
田
保
馬
者
『
勢
力
論
』

が
存
立
し
得
る
こ
、
と
を
論
一
位
さ
れ
、
又
勢
力
変
動
の
考
察
に
お
い
て
も
、

所
詞
「
第
三
史
観
」
の
立
場
よ
り
、
人
口
の
増
加
に
基
く
非
合
理
的
討
会

関
係
の
衰
退
(
換
言
す
れ
ば
利
益
社
会
化
)
に
、
支
配
組
織
及
び
階
級
組

織
の
変
動
の
根
本
的
事
情
を
求
め
て
村
ら
れ
る
。
.

我
々
は
先
づ
、
勢
力
の
成
立
又
び
変
動
を
純
粋
に
対
人
的
な
非
合
理
的

要
素
を
根
底
に
し
て
厳
密
仕
る
論
理
的
構
成
の
下
に
解
明
せ
ん
と
す
る
悶

士
の
学
説
に
、
社
会
学
説
上
の
不
滅
の
功
績
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
り
で

あ
り
、
特
に
マ
ル
ク
ス
主
義
者
を
中
心
に
主
張
さ
れ
て
い
る
経
済
的
階
級

決
定
論
と
の
対
決
に
お
い
亡
、
そ
の
意
義
を
極
め
て
高
〈
評
価
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
同
時
に
叉
我
々
は
、
特
に
近
代
社
会
に
特
徴
的
な
諸
勢
力
の
考

察
に
関
し
て
、
前
述
の
博
士
の
見
解
を
根
本
的
に
再
検
討
し
な
が
ら
、
よ

り
立
入
っ
た
考
祭
を
試
み
る
こ
と
の
意
義
を
否
定
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
ョ

即
ち
資
本
主
義
社
会
を
中
心
と
し
て
考
え
ら
れ
る
近
代
文
明
社
会
に
特

有
の
具
体
的
諸
勢
力
は
、
よ
り
根
底
的
な
諸
勢
力
従
っ
て
最
終
的
に
は
何

ら
か
の
「
内
的
勢
力
」
を
決
定
的
要
素
と
す
る
勢
力
に
よ
っ
て
基
槌
づ
け

ら
れ
制
約
さ
れ
な
が
ら
も
.
漸
次
的

r独
自
の
或
い
は
白
律
的
な
発
展
過

程
を
示
し
、
物
財
の
所
有
に
基
く
「
官
者
勢
力
」
以
外
に
、

-

1

「
官
僚

勢
力
」
を
除
い
て
考
え
る
と
し
て
も
i
1
1例
え
ば
パ

l
ナ
ム
の
強
調
す
る

経
営
者
白
勢
力
、
ミ
ル
ズ
等
に
よ
っ
て
問
題
に
き
れ
て
い
る
ホ
ワ
イ
ト
・

カ
ラ

1
0
勢
力
、

Y
ュ
ン
ベ
↑
タ

1
0
指
摘
す
る
「
知
識
人
」
の
勢
力
、

更
に
は
次
第
に
そ
の
地
位
を
向
上
せ
し
め
て
い
る
労
働
者
の
勢
力
等

の
如
き
多
種
多
様
な
形
態
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な

第
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ら
な
い
。
こ
の
様
な
具
体
的
形
態
に
お
け
る
近
代
的
諸
勢
力
に
関
し
て
、

そ
れ
ら
が
「
内
的
勢
力
」
及
び
「
外
的
勢
力
」
と
一
=
日
う
抽
象
的
・
要
素
的

な
諸
勢
刀
の
如
何
な
る
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
成
立
す
る
か
と
い
う
「
と
を
、

更
に
は
か
か
る
近
代
的
諸
勢
力
が
諸
個
人
の
社
会
的
地
位
。
形
成
及
び
変

動
に
対
し
て
如
何
な
る
独
自
の
作
珂
を
常
ん
で
い
る
の
か
と
い
た
つ
と
と
を

検
討
寸
る
と
こ
ろ
に
、
博
士
の
勢
力
理
論
に
新
し
い
問
題
領
域
を
取
入
れ
、

よ
り
一
層
の
現
代
的
意
義
を
与
え
る
た
め
の
一
つ
の
課
題
が
存
し
て
い
る

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
(
一
九
五
九
六
一
一
五
)

向
、
博
士
の
勢
力
理
論
の
部
分
的
問
題
に
つ
い
て
、
例
え
ば
内
海
洋

一
氏
は
、
一
個
人
の
有
す
る
諸
勢
力
聞
の
関
係
に
関
す
る
前
述
の
「
限

収
の
法
則
」
に
対
す
る
一
つ
の
修
正
と
し
て
、
「
社
会
的
勢
力
の
逓
滅

的
累
積
の
原
則
を
提
明
さ
れ
(
「
社
会
問
題
の
基
礎
旧
世
論
|
|
附
融
E

企
部
に
関
す
る
研
究
|
|
」
昭
和
一
二
寸
-
一
年
、
有
斐
閥
、
二
四
!
一
一
六

頁
)
、
筆
者
は
か
つ
て
経
済
的
勢
力
の
成
立
及
び
変
動
の
根
拠
を
、
結
合

関
係
の
あ
り
方
と
の
開
述
に
お
い
て
若
下
立
入
っ
て
考
察
し
て
い
る
。

(
「
経
済
的
勢
刀
と
社
会
構
抗
」
神
戸
大
学
経
済
学
研
究
年
報
2
、
昭
和

三
十
年
)


